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ずる問題, 近代的経済導入のための 国民の 説得と教
育,知識人と大衆の間に見 られる教育的, 社会的懸
隔,国民の威厳の問題としての伝統と近代教育の融合
統一,伝達用具としての言語の統一,文化や経済的利
害に絡む地域的対立と国家的統一の問題などである｡
Marriotの文化政策についての論文も新興諸岡の理
想主義的傾向を規定する田内的,国際的諸要因を指摘
していて,興味深いO例えば,インドにおける仏教の
復活は政治的エリー トによる田内的統一と間際的威信
の獲得のための意識的文化操作と見る｡同様の問題を
セイロン,パキスタン,インドネシア,アフリカにつ
いて検討している｡又 Geertzは,新興国の形成過程
には,常に,文化的社会的原生主義 (primodialism-
tribalism,parochialism,communalism,racism,
regionalism などの綜称)を打破する統合的革命が
見出され,それには幾つかの型がある点を比較によっ
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